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医療法人　おおの小児矯正歯科（下関市）勤務
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ネパール歯科医療協力会17次隊参加
現在に至る

　本大会のテーマである“子どもたちの健全な咬合育成を目指して”にもあるように、小児歯科の目的は、

健全な機i能を持つ総合咀噌器官を育むことです。

　そのためには、う蝕ばかりでなく、その他の歯科疾患に関することも、“予防から歯科的成育へ”幅広い指

導や支援を定期的に行なうことが必要です。そして、経年的に患者さんと関わり資料をとって客観的に評価

することは、信頼関係の形成や受療行動の強化につながります。また、継続来院のためには、患者さんを全

人的に把握するように努めライフステージに沿った最小限で最大限の効果をあげる医療プランを立案し、繰

り返し支援する必要があります。

　そこで今回、歯科衛生士の仕事に視点をあて当医院で行なっている包括的歯科医療に関する定期的支援の

実際について述べます。
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